
私
は
こ
れ
か
ら
清
水
泰
先
生
の
お
話
を
す
る
が
、
私
は
「
堤
中
納
言
物
語
』

な
ど
の
平
安
後
期
の
物
語
に
つ
い
て
は
専
門
外
の
領
域
で
あ
る
し
、
ま
た
、

私
の
立
場
か
ら
拝
見
し
た
清
水
先
生
を
語
る
こ
と
に
な
り
、
ど
う
し
て
も
私

事
に
か
か
わ
る
点
も
あ
る
が
、
お
許
し
願
い
た
い
と
思
う
。

私
が
旧
制
立
命
館
大
学
に
入
学
し
た
の
は
、
終
戦
後
ま
も
な
い
昭
和
二
十

二
年
四
月
の
こ
と
で
、
そ
の
頃
の
日
本
は
、
精
神
的
に
も
経
済
的
に
も
、
衣

食
住
の
す
べ
て
に
わ
た
っ
て
混
乱
を
極
め
た
、
じ
っ
に
厳
し
い
時
代
で
あ
っ

た
。
そ
の
頃
、
立
命
館
大
学
の
本
部
や
文
科
系
学
部
の
校
舎
は
広
小
路
（
京

都
御
所
の
東
）
に
あ
り
、
河
原
町
通
を
距
て
た
向
か
い
側
の
京
都
府
立
医
大

の
南
側
、
今
は
あ
る
宗
教
団
体
の
建
物
の
あ
る
所
に
、
木
造
の
校
舎
が
増
築

さ
れ
、
そ
の
両
方
で
講
義
を
受
け
た
。
そ
の
木
造
の
校
舎
は
簡
素
な
二
階
建

で
、
歩
く
と
床
が
き
し
む
感
じ
で
、
靴
音
が
廊
下
に
響
い
た
。

当
時
、
国
文
科
の
専
任
教
授
は
、
清
水
泰
・
後
藤
丹
治
・
宮
嶋
弘
の
三
先

清
水
泰
先
生
の
人
と
学
問

生
で
、
漢
文
科
に
橋
本
循
・
白
川
静
先
生
が
お
ら
れ
た
。
清
水
先
生
は
私
た

ち
の
学
年
の
担
任
教
授
と
し
て
、
学
業
や
生
活
の
こ
ま
か
い
事
で
、
い
ろ
い

ろ
と
お
世
話
に
な
っ
た
。

ま
ず
初
め
に
、
清
水
先
生
の
履
歴
を
御
紹
介
す
る
。

明
治
二
十
七
年
一
月
二
十
八
日
山
梨
県
北
巨
摩
郡
清
哲
村
字
青
木
に
生
る

同
三
十
三
年
四
月
清
哲
村
尋
常
小
学
校
入
学

同
三
十
七
年
三
月
同
校
卒
業
・

同
三
十
七
年
四
月
渭
哲
村
尋
常
高
等
小
学
校
高
等
科
入
学

同
四
十
一
年
三
月
同
校
卒
業

同
四
十
四
年
四
月
山
梨
県
師
範
学
校
入
学

大
正
四
年
三
月
同
校
卒
業

同
四
年
四
月
東
京
高
等
師
範
学
校
文
科
第
二
部
入
学

同
八
年
三
月
同
校
卒
業

同
八
年
三
月
山
形
県
立
山
形
高
等
女
学
校
教
諭
兼
山
形
県
女
子
師
範

学
校
教
諭

森
本

一
一
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詮

同
十
年
六
月
京
都
府
女
子
師
範
学
校
教
諭
兼
京
都
府
立
桃
山
高
等
女

学
校
教
諭

同
十
一
年
四
月
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
文
学
科
入
学

同
十
四
年
三
月
同
校
卒
業

同
十
四
年
四
月
京
都
帝
国
大
学
大
学
院
入
学

同
十
四
年
四
月
立
命
館
大
学
予
科
講
師

昭
和
三
年
四
月
立
命
館
大
学
予
科
教
授
兼
専
門
学
部
講
師

同
十
六
年
四
月
立
命
館
大
学
教
授
（
昭
十
九
・
四
’
二
十
・
十
一
月
、

文
学
部
長
就
任
）

同
三
十
一
年
四
月
立
命
館
大
学
専
任
講
師

同
三
十
四
年
三
月
同
校
定
年
退
職

同
三
十
四
年
六
月
立
命
館
大
学
名
誉
教
授

同
三
十
七
年
京
都
大
学
よ
り
文
学
博
士
の
学
位
を
授
与
さ
る

同
四
十
四
年
九
月
十
三
日
京
都
市
左
京
区
田
中
野
神
町
二
十
の
自
宅
に
て

逝
去
七
十
五
歳

私
が
先
生
に
教
わ
っ
た
昭
和
二
十
二
年
頃
は
、
先
生
五
十
三
歳
の
頃
で
あ
っ

た
。
そ
の
時
ま
で
に
先
生
は
、
『
堤
中
納
言
物
語
』
『
住
吉
物
語
』
『
方
丈
記
』

や
小
野
小
町
・
渭
少
納
言
な
ど
、
中
古
か
ら
中
世
へ
か
け
て
の
物
語
や
歌
人

な
ど
に
関
す
る
著
書
・
論
文
を
発
表
し
て
お
ら
れ
た
が
、
中
で
も
『
堤
中
納

言
物
語
』
の
御
研
究
で
は
第
一
人
者
で
、
私
た
ち
も
講
読
で
『
堤
中
納
言
物

語
』
を
教
わ
っ
た
。

こ
こ
で
、
先
生
の
御
著
書
を
御
紹
介
す
る
。

校
訂
異
本
堤
中
納
言
物
語
龍
谷
大
学
国
文
学
会
（
昭
和
三
年
四
月
）

清
水
泰
先
生
の
人
と
学
問

堤
中
納
言
物
語
評
釈
文
献
書
院
（
同
四
年
九
月
）

校
註
方
丈
記
平
野
書
院
（
同
七
年
二
月
）

増
訂
堤
中
納
言
物
語
評
釈
立
命
館
出
版
部
（
同
九
年
六
月
）

保
元
物
語
太
平
記
選
釈
日
本
文
学
社
（
同
十
年
十
一
月
）

平
安
朝
物
語
選
白
帝
社
（
同
十
一
年
一
月
）

堤
中
納
言
物
語
白
帝
社
（
同
十
二
年
十
二
月
）

堤
中
納
言
物
語
詳
解
要
書
房
（
同
二
十
九
年
六
月
）

堤
中
納
言
物
語
弘
文
堂
（
同
三
十
年
五
月
）

曽
我
物
語
（
万
法
寺
本
）
上
・
中
・
下
古
典
文
庫
（
同
三
十
五
年
、
五
、

八
、
十
二
月
）

日
本
文
学
論
考
初
音
書
房
（
同
三
十
五
年
六
月
）

先
生
は
、
「
国
語
国
文
の
研
究
」
の
昭
和
四
年
十
一
月
号
に
「
堤
中
納
言

物
語
私
考
」
と
題
す
る
論
文
を
書
か
れ
、
そ
こ
で
『
堤
中
納
言
物
語
』
十
篇

の
う
ち
「
よ
し
な
し
ご
と
」
の
中
の
、
「
わ
が
世
や
近
く
と
な
が
め
く
ら
す

も
」
の
引
歌
は
、
藤
原
知
家
〈
塞
龍
廼
誇
刺
躁
踵
塞
八
ｌ
）
の
「
そ
む
く
べ
き

わ
が
世
や
近
く
な
り
ぬ
ら
む
心
に
か
か
る
峯
の
白
雲
」
（
続
古
今
集
・
雑
歌

下
．
一
八
二
五
。
洞
院
摂
政
家
の
百
首
歌
）
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
篇
は
鎌
倉

期
の
成
立
で
あ
る
。
次
に
、
「
は
な
だ
の
女
御
」
の
中
の
、
「
た
れ
そ
ま
や
ま

を
と
ば
か
り
ほ
の
か
に
い
ひ
て
」
の
引
歌
は
、
藤
原
重
通
（
長
承
三
年
’
一

一
三
四
ｌ
か
ら
保
延
七
年
’
二
四
一
ｌ
ま
で
宰
相
中
将
）
の
「
た
れ
た
れ

ぞ
た
れ
杣
山
の
ほ
と
と
ぎ
す
う
は
の
空
に
は
い
か
が
名
の
ら
む
」
（
今
鏡
・

第
十
）
と
い
う
歌
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
篇
は
崇
徳
・
近
衛
朝
以
後
の
成
立
で

あ
る
、
と
さ
れ
た
。
こ
の
御
発
表
は
、
一
般
に
『
堤
中
納
言
物
語
』
の
成
立

一
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は
、
全
篇
平
安
後
期
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
、
貴
重
な
物
で
あ
っ
た
。

こ
の
論
文
内
容
を
取
り
込
み
、
こ
の
物
語
に
注
釈
を
施
さ
れ
た
の
が
、

『
堤
中
納
言
物
語
評
釈
』
（
昭
和
四
年
、
文
献
書
院
）
で
あ
り
、
名
著
の
誉
れ

高
く
、
市
古
貞
次
編
『
国
文
学
研
究
書
目
解
題
』
（
東
京
大
学
出
版
会
）
に

も
、
「
『
堤
中
納
言
物
語
』
の
最
初
の
本
格
的
な
注
釈
害
と
し
て
先
駆
的
意
義

を
有
す
る
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
本
書
に
有
職
故
実
の
図
版
を
多
く
取
り

入
れ
て
で
き
た
の
が
、
『
増
訂
堤
中
納
言
物
語
評
釈
』
（
昭
和
九
年
、
立
命
館

出
版
部
）
で
あ
り
、
そ
の
復
刻
版
が
、
昭
和
二
十
三
年
、
京
都
印
害
館
か
ら

出
て
い
る
。
そ
し
て
、
本
書
に
新
資
料
を
加
え
校
異
を
増
補
し
た
の
が
、

『
堤
中
納
言
物
語
詳
解
』
（
昭
和
二
十
九
年
、
要
書
房
）
で
あ
る
。
『
増
訂
版
』

を
見
る
と
、
「
本
文
」
は
漢
字
に
ル
ビ
が
多
く
つ
け
ら
れ
、
「
通
釈
」
は
平
易

な
こ
と
ば
で
訳
さ
れ
、
「
語
釈
」
は
多
く
の
語
句
を
取
り
出
し
て
分
か
り
や

す
く
説
明
し
て
あ
る
。
全
体
に
先
生
の
良
心
が
隅
々
に
ま
で
行
き
わ
た
っ
た

感
じ
が
す
る
。

私
が
こ
こ
に
持
っ
て
き
た
物
は
、
か
つ
て
先
生
に
講
読
を
教
わ
っ
た
と
き

の
テ
キ
ス
ト
で
、
奥
付
に
昭
和
二
十
三
年
八
月
十
五
日
発
行
と
あ
る
か
ら
、

復
刻
版
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
『
増
補
版
』
が
絶
版
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
講

読
用
に
増
刷
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
。
私
は
こ
れ
を
昭
和
二
十
三
年
九
月

十
六
日
に
、
一
八
○
円
で
購
入
し
て
い
る
。
当
時
の
装
丁
は
ひ
ど
く
傷
ん
で

し
ま
っ
た
の
で
、
数
年
前
、
大
阪
の
古
書
店
所
属
の
装
丁
修
理
の
専
門
家
の

手
で
、
装
丁
を
や
り
直
し
て
も
ら
っ
た
。

，
こ
つ

清
水
先
生
の
講
義
は
流
暢
と
い
う
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
訓
々
と
ゆ
っ
く

り
話
さ
れ
る
方
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
に
言
う
に
言
わ
れ
ぬ
滋
味
が
あ
り
、
生

一
八

活
の
慌
し
さ
を
一
時
忘
れ
て
、
物
語
文
学
の
世
界
を
坊
佛
と
さ
せ
る
雰
囲
気

が
あ
っ
た
。
先
生
の
お
人
柄
は
温
厚
で
暖
か
く
、
・
慈
父
の
よ
う
な
感
じ
で
、

先
生
が
不
機
嫌
な
顔
を
さ
れ
た
り
、
怒
ら
れ
た
り
さ
れ
た
の
を
見
た
こ
と
が

な
か
っ
た
。
‐
ち
な
み
に
、
当
時
の
私
た
ち
の
学
年
は
、
終
戦
後
ま
も
な
い
頃

で
あ
っ
た
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
階
層
の
人
が
い
て
、
復
員
兵
は
ま
だ
軍
服
の

よ
う
な
物
を
着
て
い
た
。
年
齢
も
さ
ま
ざ
ま
で
、
同
学
年
で
も
上
下
二
十
歳

ほ
ど
の
開
き
が
あ
っ
た
。
林
屋
辰
三
郎
先
生
か
ら
「
古
文
書
学
」
を
教
わ
っ

た
が
、
当
時
の
先
生
よ
り
年
上
の
学
生
も
何
人
か
い
た
く
ら
い
で
あ
る
。
そ

ん
な
わ
け
で
、
学
生
同
志
の
生
活
体
験
や
学
力
に
大
き
な
差
が
あ
り
、
先
生

方
は
さ
ぞ
困
ら
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
と
思
う
。

清
水
先
生
以
外
の
講
義
と
し
て
は
、
後
藤
先
生
か
ら
『
六
代
勝
享
記
』

「
滝
口
入
道
』
（
高
山
儒
牛
）
な
ど
、
宮
嶋
先
生
か
ら
文
部
省
の
「
口
語
文
法
」

の
教
科
書
に
よ
る
文
法
論
、
橋
本
先
生
か
ら
「
中
国
文
学
概
論
」
、
白
川
先

生
か
ら
亀
甲
文
字
な
ど
に
つ
い
て
教
わ
っ
た
。

さ
て
、
私
た
ち
の
学
年
に
は
、
皆
様
も
よ
く
御
存
知
の
土
岐
武
治
さ
ん
が

い
て
、
清
水
先
生
の
も
と
で
『
堤
中
納
言
物
語
』
を
精
力
的
に
研
究
し
始
め

て
い
た
。
そ
の
土
岐
さ
ん
あ
た
り
が
推
進
力
と
な
っ
て
、
「
平
安
文
学
研
究

会
」
を
結
成
し
、
清
水
先
生
を
会
長
に
拝
ぎ
、
昭
和
二
十
四
年
九
月
に
は
、

「
平
安
文
学
研
究
」
と
い
う
研
究
誌
が
創
刊
さ
れ
た
。
そ
の
発
行
人
は
清
水

先
生
で
、
発
行
所
兼
編
輯
所
は
立
命
館
大
学
文
学
部
内
に
置
か
れ
た
。
当
時
、

学
会
や
研
究
会
ら
し
い
物
は
、
ま
だ
ほ
と
ん
ど
な
い
頃
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ

二



の
研
究
会
の
意
義
は
じ
つ
に
大
き
か
っ
た
。
そ
の
研
究
誌
の
表
紙
の
「
平
安

文
学
研
究
」
と
い
う
文
字
は
、
清
水
先
生
の
直
筆
で
あ
る
が
、
ま
こ
と
に
伸

び
や
か
な
達
筆
で
あ
る
。

こ
の
研
究
誌
は
だ
い
た
い
年
二
回
刊
行
さ
れ
、
昭
和
二
十
六
年
か
ら
編
輯

委
員
は
、
清
水
先
生
と
三
木
幸
信
・
宮
田
和
一
郎
・
吉
田
幸
一
・
松
村
博
司
・

田
中
重
太
郎
の
諸
先
生
と
な
り
、
名
実
と
も
に
全
国
的
な
規
模
に
発
展
し
て

行
っ
た
。
そ
れ
か
ら
四
十
年
近
く
続
き
、
昭
和
六
十
三
年
十
月
、
第
七
十
九
・

八
十
輯
合
併
号
を
も
っ
て
終
刊
と
な
っ
た
。
そ
の
間
、
昭
和
四
十
一
年
に
は
、

こ
の
研
究
会
を
母
胎
と
し
て
、
今
の
「
中
古
文
学
会
」
と
い
う
全
国
的
な
学

会
が
創
立
さ
れ
た
。
「
平
安
文
学
研
究
」
創
刊
号
の
「
発
刊
の
こ
と
ば
」
で
、

清
水
先
生
は
、
「
立
命
館
学
舎
の
所
在
地
こ
そ
、
藤
原
道
長
が
栄
華
の
夢
を

結
ん
だ
ゆ
か
り
の
地
で
あ
り
、
こ
こ
を
本
拠
と
し
て
平
安
文
学
研
究
誌
が
発

刊
さ
れ
た
こ
と
は
、
意
義
深
い
も
の
が
あ
る
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
（
当
時

の
立
命
は
広
小
路
に
あ
り
、
そ
の
付
近
に
道
長
の
法
成
寺
が
あ
っ
た
）
。

大
学
制
度
が
旧
制
か
ら
新
制
に
切
り
換
り
、
立
命
館
大
学
日
本
文
学
科
の

活
動
も
活
発
に
な
り
、
つ
い
に
昭
和
二
十
九
年
七
月
、
「
立
命
館
大
学
日
本

文
学
会
」
が
結
成
さ
れ
、
研
究
誌
の
「
論
究
日
本
文
学
」
が
創
刊
さ
れ
た
。

学
会
の
委
員
長
は
、
当
時
助
教
授
で
あ
ら
れ
た
和
田
繁
二
郎
先
生
で
あ
り
、

顧
問
に
清
水
・
後
藤
・
宮
嶋
先
生
が
な
ら
れ
た
。
，

そ
の
「
創
刊
の
こ
と
ば
」
の
一
節
に
、
「
日
本
文
学
科
に
お
い
て
は
、
か

ね
が
ね
日
本
文
学
専
門
の
学
会
を
組
織
し
、
機
関
誌
を
も
つ
こ
と
を
企
画
し

つ
つ
あ
っ
た
が
、
時
た
ま
た
ま
、
主
任
清
水
泰
教
授
の
還
暦
を
迎
え
る
に
あ

た
っ
て
、
そ
れ
を
記
念
す
る
と
と
も
に
、
か
ね
て
の
願
望
を
実
現
さ
せ
る
こ

清
水
泰
先
生
の
人
と
学
問

と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
」
と
あ
り
、
創
刊
号
が
「
清
水
先
生
還
暦
記
念
号
」
．

で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
以
来
、
今
年
五
月
に
第
六
十
号
が
刊
行
さ
れ
、
ゞ
ま
す
ま

す
発
展
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
第
十
一
号
が
「
清
水
泰
先
生
退
職
記
念
特
集

号
」
、
第
二
十
三
号
が
「
清
水
泰
先
生
古
稀
祝
賀
記
念
特
集
号
」
と
し
て
刊

行
さ
れ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
清
水
先
生
は
、
立
命
館
大
学
日
本
文
学
科
の
内
外
に
わ

た
っ
て
、
学
会
の
活
動
に
大
き
な
貢
献
を
果
し
て
こ
ら
れ
た
。

私
は
昭
和
二
十
五
年
三
月
、
立
命
館
大
学
を
卒
業
し
、
故
郷
の
丹
後
に
帰
っ

て
府
立
高
校
に
勤
め
た
が
、
ま
も
な
く
京
都
近
郊
の
府
立
高
校
に
転
勤
し
、

昭
和
二
十
八
年
、
立
命
の
大
学
院
（
新
制
）
に
入
り
、
『
源
氏
物
語
』
の
修

士
論
文
を
書
く
の
に
当
っ
て
、
再
び
清
水
先
生
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
大
学

院
を
終
え
て
ま
も
な
い
頃
、
あ
る
日
、
先
生
か
ら
お
葉
書
を
い
た
だ
き
、

『
○
○
』
の
本
に
君
の
論
文
が
か
な
り
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
か
ら
見
る

よ
う
に
、
と
の
こ
と
。
私
は
早
速
そ
の
本
を
購
入
し
た
。
先
生
は
研
究
書
を

よ
く
見
て
お
ら
れ
、
教
え
子
の
こ
と
が
あ
る
と
、
す
ぐ
連
絡
し
て
勇
気
づ
け

て
下
さ
っ
た
。
先
生
は
麿
揚
で
、
悠
々
迫
ら
ず
と
い
う
気
風
を
お
持
ち
で
、

す
ぐ
れ
た
教
育
者
で
も
あ
っ
た
。

「
論
究
日
本
文
学
」
が
創
刊
さ
れ
た
昭
和
二
十
九
年
、
先
生
は
「
平
安
文

学
研
究
」
第
十
五
輯
の
「
巻
頭
言
」
に
、
「
花
と
本
」
と
い
う
随
筆
を
載
せ

て
お
ら
れ
る
。
当
時
、
先
生
は
六
十
歳
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
随
筆
を
拝
読
す

る
と
、
先
生
が
い
か
に
学
問
を
愛
し
、
自
然
を
愛
し
、
御
家
族
を
愛
し
て
お

ら
れ
た
か
が
よ
く
分
か
り
、
名
文
だ
と
思
う
（
巻
末
に
「
花
と
本
」
の
全
文

を
転
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
御
覧
願
い
た
い
と
思
う
）
。

一
九



次
に
、
先
生
の
学
術
論
文
集
の
中
の
『
日
本
文
学
論
考
』
に
つ
い
て
、
お

話
し
た
い
。
こ
れ
は
、
昭
和
三
十
五
年
、
京
都
の
初
音
書
房
か
ら
出
版
さ
れ

た
。
そ
の
後
記
に
、
「
昭
和
二
十
四
年
か
ら
同
三
十
四
年
ま
で
の
約
十
年
の

間
に
書
い
た
も
の
の
中
か
ら
未
発
表
の
も
の
、
す
で
に
雑
誌
な
ど
に
発
表
し

た
も
の
な
ど
と
り
ま
ぜ
五
篇
を
と
っ
て
、
こ
こ
に
出
版
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
」
と
あ
る
。

本
書
の
内
訳
は
、
「
継
子
物
語
の
研
究
」
「
奈
良
絵
本
考
」
「
土
佐
日
記
の

女
性
仮
託
説
を
排
す
」
「
平
貞
文
（
平
仲
）
伝
の
一
考
察
」
「
堤
中
納
言
物
語

に
お
け
る
笑
い
」
の
五
篇
か
ら
な
り
、
中
で
も
「
継
子
物
語
の
研
究
」
が
全

体
の
約
三
分
の
二
を
占
め
て
お
り
、
そ
こ
に
主
眼
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
平
安

時
代
の
「
宇
津
保
』
『
大
和
』
『
源
氏
』
『
今
昔
』
『
落
窪
』
、
鎌
倉
時
代
の

う
ば
か
わ

『
住
吉
』
『
小
夜
衣
』
、
室
町
時
代
の
『
鉢
か
づ
き
』
『
姥
皮
』
『
花
よ
の
姫
』

『
伏
屋
物
語
』
『
岩
屋
の
草
子
』
『
秋
月
物
語
』
『
一
本
菊
』
な
ど
を
通
し
て
、

継
子
物
語
の
実
体
が
具
体
的
に
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

私
は
継
子
物
語
に
つ
い
て
、
先
生
の
業
績
を
御
紹
介
す
る
力
が
な
い
が
、

一
般
に
よ
く
知
ら
れ
る
『
源
氏
物
語
』
の
源
氏
の
場
合
に
つ
い
て
、
そ
の
一

節
を
御
紹
介
し
て
お
く
。
「
源
氏
物
語
に
お
け
る
継
子
物
語
の
要
素
」
と
い

う
項
で
あ
る
。
そ
の
中
に
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

男
系
の
男
子
が
相
続
す
る
家
族
制
度
で
は
、
継
子
が
男
子
で
あ
る
時

は
、
後
妻
に
子
供
が
あ
ろ
う
と
、
そ
れ
が
男
の
子
で
あ
っ
て
も
、
死
ん

だ
先
妻
の
子
の
男
子
が
、
父
の
あ
と
を
つ
ぎ
、
後
妻
は
た
だ
あ
る
の
み

二＝

二
○

で
、
継
子
い
じ
め
の
物
語
と
い
う
の
は
、
継
子
が
男
子
で
あ
っ
て
ほ
し

い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
る
に
継
子
型
物
語
で
は
、
先
妻
の
子
は
女
の
子

と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
理
性
よ
り
も
情
趣
を
重
し
と
す
る
わ
が
国
の

物
語
の
特
質
を
感
ず
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
継
子
が
女
の
子
で
あ
る
点
に
、
日
本
ら
し
い
特
質
（
情
趣
重
視
）

を
み
て
お
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
に
続
い
て
、

『
源
氏
物
語
』
の
源
氏
は
継
子
で
あ
る
が
、
男
子
で
あ
る
。
そ
の
継

母
は
、
藤
壺
で
は
な
く
弘
徽
殿
女
御
と
考
え
た
い
。
と
こ
ろ
が
、
源
氏

は
継
母
に
苦
し
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
左
大
臣
方
の
人
々
と

共
に
、
順
調
に
栄
達
し
、
花
や
か
に
世
界
を
も
っ
て
い
る
。
（
以
上
概

略
）

け
れ
ど
も
源
氏
物
語
の
記
述
は
、
決
し
て
弘
徽
殿
の
女
御
が
源
氏
を

憎
ん
で
い
な
い
の
で
は
な
い
。
た
だ
普
通
の
継
子
型
物
語
に
見
る
よ
う

な
筋
の
運
び
方
に
し
た
が
っ
て
、
意
地
悪
い
憎
み
方
の
記
事
が
な
い
だ

け
で
あ
る
。
源
氏
物
語
の
作
者
紫
式
部
は
、
腹
ぎ
た
な
い
継
子
物
語
は

十
分
読
ん
で
い
た
ろ
う
し
、
当
時
の
世
間
の
例
も
知
っ
て
い
た
で
あ
ろ

う
が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
こ
の
物
語
に
は
わ
ざ
と
さ
け
て
書
か
な

か
っ
た
ま
で
で
あ
ろ
う
と
想
像
さ
れ
る
。

こ
こ
で
は
、
継
子
物
語
に
つ
い
て
、
『
源
氏
物
語
』
の
源
氏
の
場
合
の
特
異

性
に
ふ
れ
て
お
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
あ
と
で
、
「
作
者
が
腹
ぎ
た
な
い

継
母
の
描
写
な
ど
を
好
ま
な
か
っ
た
考
え
か
ら
来
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
と
思

わ
れ
る
」
と
結
ん
で
お
ら
れ
、
作
者
紫
式
部
の
意
識
に
ま
で
ふ
み
込
ん
で
考

察
し
て
お
ら
れ
る
。



私
は
歌
物
語
の
こ
と
を
主
に
や
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
関
係
か
ら
、
「
平

貞
文
（
平
仲
）
伝
の
一
考
察
」
と
い
う
篇
は
、
特
に
『
平
中
物
語
』
を
研
究

す
る
上
か
ら
、
意
義
の
あ
る
論
文
で
あ
る
。
じ
つ
は
こ
の
論
文
は
、
昭
和
二

十
四
年
十
一
月
、
「
立
命
館
文
学
」
に
発
表
さ
れ
た
物
で
あ
る
。
次
に
、
こ

の
論
文
の
内
容
を
具
体
的
に
紹
介
し
て
行
く
。

改
め
て
申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
い
が
、
『
平
中
物
語
』
は
、
在
原
業
平
と

並
ぶ
好
色
者
の
平
貞
文
を
主
人
公
と
し
た
、
平
安
朝
の
歌
物
語
の
一
で
、
そ

の
写
本
が
発
見
さ
れ
た
の
は
昭
和
初
年
で
あ
る
。
そ
の
写
本
は
静
嘉
堂
文
庫

に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
冷
泉
為
相
卿
筆
と
伝
え
る
。
こ
の
写
本
の
発
見
は
、

昭
和
六
年
十
一
・
十
一
一
月
号
の
「
国
文
学
誌
」
に
、
川
瀬
一
馬
氏
が
「
大
和

物
語
の
異
本
と
平
中
物
語
の
発
見
」
と
い
う
論
文
で
紹
介
さ
れ
た
。
『
平
中

物
語
』
は
こ
の
写
本
が
唯
一
の
物
で
あ
る
。

そ
こ
で
ま
ず
問
題
に
な
っ
た
の
は
、
そ
の
写
本
の
題
篭
に
「
平
仲
物
語
」

と
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
鎌
倉
末
期
の
成
立
と
い
わ
れ
る
『
本
朝
書
籍
目
録
』

仮
名
部
に
「
平
中
日
記
一
巻
」
と
あ
る
物
と
同
じ
物
と
考
え
ら
れ
、
書
名
の

「
平
仲
」
「
平
中
」
の
ど
ち
ら
が
正
し
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
平
」

は
平
氏
の
こ
と
で
あ
る
。
「
仲
」
は
兄
弟
順
を
「
伯
仲
叔
季
」
と
い
う
よ
う

に
、
兄
弟
の
中
の
二
番
目
の
者
を
い
う
。
そ
こ
で
、
貞
文
は
好
風
の
弟
だ
か

ら
「
平
仲
」
だ
と
い
う
説
が
あ
る
。
一
方
、
貞
文
は
中
将
で
あ
っ
た
か
ら

「
平
中
」
だ
と
い
う
説
も
あ
る
。
先
生
の
論
文
は
そ
の
点
に
つ
い
て
の
物
で

あ
る
。

清
水
泰
先
生
の
人
と
学
問

四’

早
く
幕
末
の
学
者
黒
川
春
村
は
、
貞
文
は
中
将
で
あ
っ
た
と
し
、
川
瀬
一

馬
氏
も
『
躬
恒
集
』
に
「
平
中
将
の
家
の
歌
合
に
初
の
春
」
と
あ
る
の
に
拠
っ

て
、
貞
文
は
中
将
で
あ
っ
た
と
し
て
、
「
平
中
」
説
を
述
べ
ら
れ
た
。
清
水

先
生
の
論
文
は
こ
れ
を
否
定
し
て
お
ら
れ
る
。

そ
の
根
拠
は
、
①
貞
文
の
伝
記
を
記
し
た
物
の
中
で
、
『
古
今
和
歌
集
目

録
』
『
尊
卑
分
脈
』
『
作
者
部
類
』
『
中
古
三
十
六
人
歌
仙
伝
』
『
拾
芥
抄
』
な

ど
や
、
『
大
和
物
語
』
『
今
昔
物
語
』
に
も
貞
文
が
中
将
で
あ
っ
た
記
載
は
ま
っ

た
く
な
い
こ
と
、
②
貞
文
は
従
五
位
上
が
最
高
位
で
あ
る
が
、
中
将
は
従
四

位
下
相
当
で
あ
り
、
貞
文
が
中
将
に
な
れ
る
は
ず
は
な
い
と
い
う
こ
と
、
③

川
瀬
氏
の
示
さ
れ
た
『
躬
恒
集
』
の
、
「
平
中
将
の
家
の
」
云
々
と
い
う
詞

書
を
も
つ
写
本
は
一
系
統
だ
け
で
あ
り
、
他
の
系
統
本
に
は
「
定
文
が
家
の

歌
合
に
」
な
ど
と
あ
っ
て
、
‐
「
平
中
将
」
と
は
書
い
て
な
い
。
そ
の
「
平
中

将
」
の
部
分
は
、
後
人
の
さ
か
し
ら
に
よ
っ
て
書
き
加
え
ら
れ
た
物
と
み
ら

れ
る
。
以
上
の
三
点
に
よ
っ
て
、
「
平
中
」
説
を
否
定
さ
れ
た
。

ノ

そ
し
て
、
『
三
代
実
録
』
の
貞
観
十
六
年
十
一
月
二
十
一
日
条
に
、
「
件
好

二
ヒ
ヲ
ノ
ト
ク
メ
フ
ヲ
ヲ

風
貞
文
二
人
、
賜
二
姓
平
朝
臣
「
永
停
レ
給
レ
禄
」
と
あ
る
の
に
よ
っ
て
、
貞

文
は
好
風
の
弟
で
あ
る
か
ら
「
平
仲
」
だ
と
さ
れ
た
。
こ
の
好
風
の
弟
説
は
、

す
で
に
契
沖
が
『
古
今
余
材
抄
』
巻
五
の
「
平
さ
だ
ふ
ん
」
の
項
で
述
べ
て

い
た
物
だ
が
、
先
生
は
そ
れ
を
支
持
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

『
古
今
和
歌
集
目
録
』
は
貞
文
を
「
好
風
一
男
」
と
し
、
『
中
古
三
十
六
人
歌

仙
伝
』
『
拾
芥
抄
』
は
「
好
風
男
」
と
し
、
『
尊
卑
分
脈
』
も
好
風
の
子
と
し

て
い
る
。
先
生
は
そ
れ
ら
の
記
述
は
、
「
み
な
誤
り
と
見
な
さ
る
べ
き
で
あ

る
」
と
さ
れ
た
。
あ
の
温
厚
な
先
生
も
、
自
説
は
大
胆
に
主
張
さ
れ
る
の
だ
、



と
認
識
を
新
た
に
し
た
。
し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
「
好
風
貞
文
二
人
」
は
、

親
子
で
も
い
い
う
る
わ
け
で
あ
り
、
こ
の
兄
弟
説
は
今
は
影
を
ひ
そ
め
て
い

る
。
け
れ
ど
も
、
初
め
の
「
平
中
」
説
の
否
定
は
ま
っ
た
く
そ
の
通
り
だ
と

思
わ
れ
、
今
は
貞
文
中
将
説
は
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
ち
な
み
に
、
『
尊

卑
分
脈
』
に
よ
れ
ば
、
平
氏
系
図
で
は
好
風
の
子
は
貞
文
一
人
で
あ
る
が
、

藤
原
山
蔭
の
子
の
永
頼
の
母
に
「
平
好
風
女
」
と
あ
る
か
ら
、
女
の
子
も
あ
っ

た
ら
し
い
。
し
か
し
、
男
の
子
は
貞
文
以
外
に
は
見
当
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
論
文
に
は
後
日
證
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
先
生
が
こ
の
論

文
を
、
昭
和
三
十
五
年
に
『
日
本
文
学
論
考
』
の
中
に
収
め
る
に
当
っ
て
、

こ
の
篇
の
末
尾
に
、
「
追
記
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
書
い
て
お
ら
れ
る
。

好
風
と
貞
文
と
は
兄
弟
で
あ
っ
た
。
が
好
風
は
貞
文
の
養
父
と
も
な
っ

た
と
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
、
今
の
世
に
い
う
順
養
子
の
関
係
で
あ
る
。

養
い
親
の
事
は
大
鏡
実
頼
伝
に
そ
の
例
は
述
べ
て
あ
る
。

お
そ
ら
く
先
生
は
、
好
風
・
貞
文
兄
弟
説
を
支
持
し
た
が
、
『
古
今
和
歌

集
目
録
』
『
尊
卑
分
脈
』
な
ど
に
親
子
と
あ
る
の
が
、
ず
っ
と
心
の
隅
に
残

り
、
そ
れ
か
ら
十
年
た
っ
た
こ
の
時
期
に
、
そ
れ
ら
の
記
事
と
自
説
と
の
整

合
性
を
求
め
て
、
順
養
子
説
を
考
え
つ
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
是
非
は

と
も
か
く
と
し
て
、
こ
こ
に
先
生
の
絶
え
ざ
る
学
究
の
精
神
が
み
て
と
れ
る

と
思
わ
れ
た
。

先
生
は
、
昭
和
四
十
四
年
九
月
十
三
日
午
後
三
時
三
十
分
に
逝
去
さ
れ
た
。

先
生
の
奥
様
は
そ
の
日
か
ら
十
五
日
朝
ま
で
昏
睡
状
態
に
陥
ら
れ
た
そ
う
で
、

そ
の
お
悲
し
み
が
ど
ん
な
に
深
か
っ
た
か
、
お
察
し
で
き
る
。
先
生
の
密
葬

は
、
九
月
十
五
日
、
折
か
ら
残
暑
の
厳
し
い
日
に
、
田
中
野
神
町
の
御
自
宅

で
し
め
や
か
に
取
り
行
わ
れ
た
。

五

清
水
先
生
の
お
人
柄
に
つ
い
て
は
、
「
平
安
文
学
研
究
」
第
四
十
三
輯
に

特
集
さ
れ
た
「
清
水
泰
博
士
を
し
の
ぶ
」
と
い
う
追
悼
文
で
、
多
く
の
方
々

が
述
べ
て
お
ら
れ
る
の
で
、
次
に
、
特
に
先
生
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
に
ふ
れ

て
あ
る
文
を
引
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
（
氏
名
の
下
の
括
弧
内
は
清
水
先
生
と

の
御
関
係
を
表
す
）
。

兄
の
思
い
出
坂
本
近
一
氏
（
実
弟
）

両
親
共
に
教
育
に
は
関
心
が
深
く
、
父
は
よ
く
二
宮
金
次
郎
の
こ
と
を
口

に
し
て
子
供
達
を
戒
し
め
た
が
、
頑
固
の
所
も
あ
っ
て
、
そ
の
膜
は
か
な
り

厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
毎
朝
の
掃
除
は
我
々
の
日
課
で
、
寒
中
で
も
朝
飯

前
に
炬
燵
へ
あ
た
る
こ
と
は
滅
多
に
許
さ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
兄
が
高
等

小
学
校
へ
通
っ
て
い
た
頃
の
あ
る
寒
い
冬
の
朝
、
分
担
の
掃
除
を
済
ま
せ
て
、

兄
が
珍
ら
し
く
炬
燵
で
暖
を
と
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
父
が
そ
れ
を
発
見
し
て

各
め
た
。
兄
は
こ
ん
な
寒
い
朝
に
何
を
と
思
っ
た
の
か
、
平
然
と
構
え
て
い

た
の
で
、
父
は
重
ね
て
注
意
し
た
が
、
矢
張
び
く
と
も
し
な
か
っ
た
の
で
、

立
腹
し
た
父
は
い
き
な
り
兄
の
襟
首
を
掴
ん
で
無
理
に
引
き
出
そ
う
と
し
た

が
、
兄
は
炬
燵
に
し
っ
か
り
し
が
み
つ
い
て
離
さ
な
か
っ
た
の
で
、
遂
に
炬

燵
諸
共
浮
き
上
っ
て
部
屋
中
の
大
騒
動
に
な
っ
て
了
っ
た
。

清
水
君
の
追
憶
山
岸
徳
平
氏
（
東
京
高
師
の
一
年
先
輩
）

松
井
簡
治
先
生
は
、
「
本
の
好
き
な
者
は
、
又
、
読
む
の
も
好
き
な
も
の

だ
」
と
言
は
れ
た
。
そ
れ
は
水
上
君
（
注
、
清
水
先
生
の
旧
姓
）
に
も
当
て

二
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は
ま
る
言
葉
で
あ
る
。
君
が
毎
朝
、
蹴
球
部
の
室
を
出
て
教
室
へ
行
く
時
は
、

池
の
岸
に
沿
う
て
、
小
さ
な
坂
を
早
足
で
ち
よ
こ
ノ
、
歩
い
て
行
っ
た
。
そ

の
姿
は
、
今
で
も
目
に
浮
ぶ
。
漢
文
大
系
の
四
書
と
か
詩
経
と
か
左
氏
会
菱

と
か
筍
子
な
ど
、
そ
の
時
々
の
教
科
書
を
小
脇
に
か
か
へ
て
往
返
す
る
。
…

と
に
か
く
、
水
上
君
も
石
田
君
（
注
、
石
田
茂
作
氏
）
も
、
鷹
揚
迫
ら
ず
、

ど
こ
か
大
人
の
風
格
を
備
へ
て
居
た
。
家
庭
の
教
養
が
、
然
ら
し
め
た
の
で

あ
ら
う
か
。

清
水
泰
博
士
の
思
い
出
石
田
茂
作
氏

（
東
京
高
師
の
二
年
先
輩
）

私
が
夕
食
後
毎
夜
図
書
館
に
通
っ
て
仏
教
図
書
を
次
々
と
借
り
出
し
て
図

書
室
の
一
隅
で
書
見
し
て
い
る
と
、
反
対
の
一
隅
に
物
静
か
に
本
を
見
て
い

る
人
が
あ
る
。
そ
う
い
う
夜
が
度
々
つ
づ
い
た
。
あ
る
時
そ
の
君
に
対
し
て

話
し
か
け
た
と
こ
ろ
、
予
科
一
年
生
で
、
私
と
同
じ
国
語
漢
文
専
攻
と
い
ふ
。

以
来
時
々
話
を
か
わ
す
よ
う
に
な
り
、
予
科
か
ら
本
科
に
な
る
時
も
、
運
動

部
を
ど
こ
に
し
よ
う
か
と
云
う
相
談
を
う
け
、
で
は
僕
の
居
る
蹴
球
部
の
寮

へ
来
な
い
か
と
云
っ
て
、
爾
来
二
年
間
君
と
机
を
並
べ
て
暮
す
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
う
し
た
事
か
ら
日
曜
日
な
ど
郊
外
に
散
歩
す
る
こ
と
も
多
く
、
或
る

時
は
千
葉
県
香
取
ま
で
遠
出
し
て
十
時
の
門
限
に
遅
れ
、
二
人
し
て
塀
を
の

り
越
え
て
寝
に
就
い
た
思
い
出
も
あ
る
。

清
水
泰
先
生
の
思
い
出
玉
上
琢
彌
氏

（
京
都
大
学
の
後
輩
）

旧
制
の
学
位
制
度
が
な
く
な
る
の
で
、
わ
た
く
し
な
ど
ま
で
が
論
文
を
提

出
し
爺
さ
い
わ
い
に
審
査
を
通
っ
て
学
位
記
授
与
式
の
日
に
な
っ
た
。
最
後

清
水
泰
先
生
の
人
と
学
問

の
日
と
あ
っ
て
、
大
変
な
人
数
で
あ
り
、
他
学
科
の
辱
知
諸
氏
に
久
し
ぶ
り

に
挨
拶
し
た
り
、
国
語
国
文
関
係
が
集
ま
っ
て
遠
藤
野
間
両
主
査
を
か
こ
ん

で
一
席
を
も
う
け
た
り
、
に
ぎ
や
か
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
清
水
先
生
も
お
い

で
の
は
ず
だ
の
に
お
姿
が
見
え
な
い
。
あ
と
で
大
阪
国
文
談
話
会
の
席
で
あ
っ

た
か
お
目
に
か
か
っ
た
と
き
伺
っ
た
ら
、
日
を
忘
れ
て
い
ま
し
た
、
と
笑
っ

て
お
ら
れ
た
。
大
物
は
違
う
と
感
じ
入
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

清
水
先
生
と
松
平
文
庫
行
目
加
田
さ
く
を
氏

（
「
平
安
文
学
研
究
」
編
集
委
員
）

福
岡
で
平
安
文
学
研
究
会
を
催
し
ま
し
た
折
り
に
は
、
あ
の
御
愛
用
の
御

鞄
を
お
さ
げ
に
な
り
、
う
す
れ
ず
み
？
色
の
ソ
フ
ト
を
御
召
し
に
な
っ
て
、

御
参
会
下
さ
い
ま
し
た
。
研
究
発
表
会
が
終
り
、
一
行
三
十
数
人
で
島
原
の

松
平
文
庫
見
学
に
出
か
け
ま
し
た
。
…
あ
と
で
、
事
務
整
理
を
致
し
ま
す
折

に
、
学
生
の
一
人
が
、
参
会
者
名
簿
を
御
一
人
ノ
、
指
さ
し
て
、
何
と
か
彼

と
か
記
憶
を
た
し
か
め
て
い
ま
し
た
が
、
「
清
水
泰
先
生
！
や
さ
し
い
お

じ
い
ち
ゃ
ま
」
と
大
声
で
申
し
ま
し
た
。
文
庫
見
学
中
も
、
大
変
御
熱
心
に

御
覧
で
し
た
の
で
、
「
お
年
を
召
し
て
も
、
学
問
に
対
し
て
彼
の
執
念
を
も
っ

て
ら
っ
し
や
る
御
姿
は
、
素
晴
し
い
で
す
ね
え
」
と
会
員
の
川
瀬
嬢
が
し
み

じ
み
申
し
た
も
の
で
す
。

思
い
出
す
ま
ま
に
槇
野
広
造
氏
（
立
命
大
の
教
え
子
）

御
連
絡
を
受
け
て
、
先
生
の
宅
へ
伺
い
ま
し
た
の
は
、
た
し
か
上
島
・
小

島
の
両
先
輩
に
私
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
「
あ
る
出
版
社
か
ら
頼
ま
れ
て
ね
」

と
そ
う
し
た
新
し
い
時
代
に
即
応
す
る
小
型
国
語
辞
典
の
編
集
の
御
依
頼
が

先
生
の
御
用
件
で
し
た
。
…
「
出
版
社
の
都
合
で
、
誠
に
申
訳
な
い
が
」
執



筆
の
中
止
を
突
然
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
出
版
社
に
ど
う
い
う
事
情
が
あ
っ

た
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
を
先
生
は
御
自
分
の
胸
に
ふ
く
ま
れ
て
、

わ
れ
わ
れ
に
は
ひ
た
す
ら
「
申
し
訳
な
い
」
を
繰
返
さ
れ
る
の
で
す
。
お
聞

～
き
し
て
い
る
わ
れ
わ
れ
の
方
が
申
し
訳
な
く
思
う
く
ら
い
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
の
年
の
末
に
近
い
こ
ろ
で
し
た
。
先
生
は
「
出
版
社
か
ら
執
筆
料
を
出
さ

せ
た
よ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
、
か
な
り
の
料
を
下
さ
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

出
版
社
が
出
し
た
な
ど
と
は
、
到
底
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

先
生
は
そ
う
い
う
お
方
な
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

花
と
本
清
水
泰

小
高
い
築
山
の
正
面
に
す
え
ら
れ
た
庭
石
を
、
被
い
か
く
す
よ
う
に
、
の

び
は
び
こ
っ
て
つ
つ
じ
の
花
が
咲
き
出
し
た
。
以
前
は
こ
こ
に
松
が
あ
っ
た

の
だ
が
、
戦
時
中
虫
に
や
ら
れ
て
枯
れ
た
あ
と
は
、
ま
と
も
に
陽
を
う
け
て
、

つ
つ
じ
の
花
が
我
が
も
の
顔
に
咲
き
誇
り
、
今
年
は
殊
さ
ら
花
が
多
く
つ
き

す
ぎ
て
、
紅
紫
の
色
は
少
々
ど
ぎ
つ
い
感
じ
が
す
る
。
先
ご
ろ
ま
で
咲
い
て

い
た
ぼ
け
は
ち
ん
ま
り
と
し
た
実
を
つ
け
て
き
た
し
、
沈
丁
花
は
花
の
名
残

さ
え
見
せ
ず
若
々
し
い
青
葉
の
落
着
き
を
見
せ
て
来
た
。
は
る
か
に
塀
を
こ

え
て
高
々
と
咲
い
て
い
た
木
蓮
も
散
っ
て
し
ま
っ
た
し
、
庭
す
み
に
咲
き
乱

れ
て
い
た
山
吹
も
、
真
白
い
ふ
く
よ
か
な
花
を
見
せ
て
く
れ
た
い
ち
は
つ
も
、

も
う
盛
り
を
す
ぎ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
か
わ
り
、
信
州
の
山
か
ら
も
っ
て
来

た
た
け
の
ひ
く
い
お
だ
ま
き
が
、
う
す
紫
の
花
を
つ
け
て
初
夏
ら
し
い
新
鮮

さ
を
た
貨
よ
わ
し
て
い
る
し
、
木
か
げ
に
芽
を
出
し
た
鈴
蘭
は
、
ひ
と
つ
ひ

と
つ
花
茎
を
い
だ
い
た
巻
葉
が
日
毎
に
の
び
て
ゆ
く
。

さ
し
て
広
い
と
い
う
程
の
庭
で
は
な
い
が
、
気
の
向
く
ま
上
に
移
し
植
え

た
草
木
の
花
が
、
次
か
ら
次
へ
と
咲
き
か
は
り
、
こ
上
ろ
よ
い
四
季
の
喜
び

を
私
に
告
げ
知
ら
せ
て
く
れ
る
。

日
本
桜
草
の
幾
鉢
か
が
、
い
ま
、
と
り
人
～
の
花
を
咲
か
せ
て
い
る
が
、

ゆ
っ
く
り
水
を
や
る
暇
も
な
い
こ
の
頃
の
い
そ
が
し
さ
を
心
残
り
に
思
っ
て

い
る
。梅

雨
の
頃
に
な
る
と
き
ま
っ
て
咲
き
は
じ
め
る
紫
陽
花
、
紫
の
あ
や
め
と

い
ち
は
つ
の
花
。
そ
れ
が
過
ぎ
る
頃
に
は
為
朝
ゆ
り
に
鉄
砲
ゆ
り
、
山
百
合

に
鹿
の
子
百
合
、
ダ
リ
ヤ
の
花
は
次
々
に
咲
き
出
す
し
、
白
い
く
ち
な
し
の

花
が
快
い
香
り
を
た
叉
よ
わ
せ
て
く
れ
る
頃
に
は
、
見
上
げ
て
高
い
泰
山
木

の
い
た
堂
き
に
、
大
ら
か
な
花
を
の
ぞ
か
せ
て
、
行
い
す
ま
し
た
尼
僧
の
よ

う
に
清
ら
か
に
咲
き
静
も
っ
て
い
る
。

つ
ゆ
草
は
朝
一
時
の
命
で
は
あ
る
が
、
夏
の
朝
の
す
が
人
～
し
さ
を
さ
さ

や
く
が
如
く
に
、
濃
紫
の
小
さ
い
花
を
一
ぱ
い
つ
け
て
、
起
き
ぬ
け
の
私
の

目
を
た
の
し
ま
せ
て
く
れ
る
。

夏
の
暑
さ
を
精
一
ぱ
い
吸
い
よ
せ
た
か
の
よ
う
に
赤
々
と
燃
え
だ
す
さ
る

す
べ
り
や
莱
竹
桃
の
咲
く
頃
は
、
猿
股
ひ
と
つ
で
庭
の
水
ま
き
も
ま
た
こ
こ

ろ
よ
い
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。

サ
ル
ビ
ヤ
と
秋
海
巣
は
、
夏
か
ら
咲
き
出
し
て
晩
秋
の
霜
に
打
た
れ
る
ま

で
、
二
つ
の
異
な
っ
た
赤
さ
を
き
そ
う
か
の
よ
う
に
咲
き
つ
づ
け
て
い
る
。

外
出
か
ら
帰
っ
て
先
ず
目
に
ふ
れ
る
は
芙
蓉
の
花
。

菊
は
ひ
と
こ
ろ
熱
心
の
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
こ
の
頃
は
秋
口
に
な
っ
て
、

申
し
訳
ば
か
り
の
花
を
見
る
だ
け
。
こ
の
家
に
越
し
て
き
た
年
、
夜
店
で
買
っ

た
一
尺
足
ら
ず
の
山
茶
花
が
今
は
も
う
私
の
背
た
け
よ
り
も
大
き
く
な
っ
て

二
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と
い
う
歌
が
あ
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
き
っ
と
こ
の
獅
子

頭
の
こ
と
で
あ
ろ
う
な
ど
と
思
う
。
数
え
て
ゆ
け
ば
き
り
が
な
い
。
床
の
間

に
活
け
て
楽
し
む
茶
の
花
、
花
が
咲
け
ば
部
屋
に
持
ち
こ
ん
で
眺
め
る
蘭
の

鉢
。
ま
つ
先
に
春
を
告
げ
る
蕗
の
と
う
に
梅
の
花
、
連
ぎ
よ
う
の
黄
色
い
花

が
咲
く
頃
に
な
る
と
、
さ
す
が
に
春
の
陽
ざ
し
が
温
く
な
っ
て
く
る
。

う
ち
の
庭
は
私
の
書
斎
と
同
様
に
少
し
草
木
が
多
す
ぎ
る
と
妻
が
こ
の
頃

言
い
出
し
た
。
家
中
の
も
の
が
本
が
好
き
で
花
が
好
き
で
、
本
を
買
い
、
花

を
植
え
る
こ
と
が
何
よ
り
の
楽
し
み
で
あ
っ
た
が
、
・
こ
の
頃
も
う
本
を
お
く

場
所
も
花
を
植
え
る
場
所
も
な
く
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

、
、

小
さ
か
っ
た
子
供
達
も
い
つ
し
か
大
供
に
な
っ
て
、
小
銭
な
ら
ぬ
大
銭
が

学
資
そ
の
他
の
こ
と
に
ど
か
ノ
、
と
出
て
ゆ
き
、
な
か
ｊ
、
本
を
買
う
ゆ
と

り
が
な
い
と
時
々
私
が
か
こ
つ
の
を
聞
い
て
、
学
者
と
い
う
も
の
は
、
こ
れ

だ
け
あ
っ
て
も
ま
だ
本
が
欲
し
い
の
で
す
か
、
と
あ
わ
れ
む
よ
う
に
、
い
と

お
し
む
よ
う
に
、
感
心
し
た
よ
う
に
、
そ
し
て
い
さ
上
か
皮
肉
も
ま
じ
え
て

妻
は
歎
息
し
て
い
る
が
、
本
を
積
み
重
ね
る
畳
は
ま
だ
あ
い
て
い
る
し
、
多

少
陽
あ
た
り
は
悪
く
と
も
、
ま
だ
ま
だ
庭
の
土
も
あ
い
て
い
る
。

（
昭
和
二
九
・
四
・
二
八
）

（
「
平
安
文
学
研
究
」
第
十
五
輯
・
巻
頭
言
）

清
水
泰
先
生
の
人
と
学
問

ど
っ
さ
り
と
蕾
を
つ
け
、
寒
い
冬
の
間
を
毎
日
散
っ
て
咲
き
、
咲
い
て
は
散

り
、
雪
を
か
ぶ
っ
て
も
な
お
赤
く
愛
ら
し
く
咲
い
て
い
る
の
は
し
お
ら
し
い
。

た
し
か
長
塚
節
の
鍼
の
如
く
の
な
か
に
、

山
茶
花
は
咲
け
ば
す
な
は
ち
こ
ぼ
れ
つ
つ
い
く
ば
く
久
に
あ
ら
む
と
す

ら
む

ニ
ヱエ


